
　

新
規
計
上
さ
れ
た
「
果
樹
王

国
情
報
発
信
の
拠
点
施
設
整
備

事
業
費
」
。
整
備
方
針
に
よ
る

と
、
拠
点
施
設
は
寒
河
江
市
の

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園
内

に
既
存
の
施
設
を
解
体
し
そ
こ

に
新
た
に
建
設
・
整
備
す
る
も

の
で
す
。
総
事
業
費
は
約
25
億

円
で
、
平
屋
に
展
示
室
や
研
修

室
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
配
置
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
か
ら
再
来
年
に
か
け

て
、
建
物
と
展
示
内
容
の
設
計

・
工
事
を
行
い
、
令
和
６
年
度

中
の
開
館
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
提
案
で
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

新
品
種
「
や
ま
が
た
紅
王
」
を

は
じ
め
と
す
る
県
産
果
樹
の
情

報
発
信
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
な
ど
を
行
う
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
が
、
総
額
25
億
円
も
の

大
事
業
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

し
た
基
本
構
想
が
な
け
れ
ば
推

進
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
予
算
に
関
し
て
は
、
一

昨
年
、
令
和
２
年
の
６
月
、
８

月
、
10
月
と
「
さ
く
ら
ん
ぼ
県

や
ま
が
た
」
情
報
発
信
検
討
部

会
の
提
言
と
し
て
、
県
議
会
農

林
水
産
常
任
委
員
会
に
て
報
告

は
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
委
員
会
内
で
施
設

建
設
の
議
論
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
本
年
度
令
和
３

年
は
、
今
回
の
予
算
計
上
ま
で

少
な
く
と
も
１
年
も
の
間
、
議

会
内
で
は
も
と
よ
り
管
轄
の
農

林
水
産
常
任
委
員
会
で
も
議
論

さ
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
て
き
ま

し
た
。
当
然
、
基
本
構
想
に
つ

い
て
も
議
会
側
に
何
も
説
明
が

な
く
、
こ
の
状
況
で
整
備
予
算

が
組
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、
議
会
と
し
て
も

こ
の
事
業
費
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、
予
算
案
撤
回
・
事
業

費
削
除
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
予
算
案
は
、
開
会
日
に

示
さ
れ
た
総
額
か
ら
、
約
１
億

８
０
０
万
円
を
削
除
さ
れ
た
額

で
あ
り
、
当
初
予
算
案
を
撤
回

し
て
新
規
計
上
し
た
予
算
案
で

す
。
当
初
予
算
案
が
撤
回
さ
れ

た
の
は
、
記
録
が
残
る
１
９
６

０
（
昭
和
35
）
年
以
降
初
め
て

で
、
行
政
当
局
側
の
不
手
際
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

予
算
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

局
で
施
策
を
構
想
し
、
県
民
の

代
表
で
あ
る
議
会
側
と
議
論
を

重
ね
、
最
終
的
に
新
年
度
に
向

け
て
政
策
と
し
て
つ
く
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
議

論
の
先
に
予
算
が
あ
り
、
政
策

に
ふ
さ
わ
し
い
額
か
否
か
を
精

査
す
る
こ
と
も
我
々
議
員
の
責

務
で
す
。

　

今
回
、
予
算
撤
回
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
約
１
億
８
０
０
万

円
。
こ
れ
は
、
「
や
ま
が
た
の

農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
情
報

発
信
推
進
事
業
費
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
で
は
、
ど
ん
な
事

業
で
あ
っ
た
の
か
？
な
ぜ
、
取

り
下
げ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
？
そ
の
背
景
と
経
過
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

後方施設を解体し新たな施設建設の予定であった  

「最上川ふるさと総合公園」＝寒河江市 楳津博士議員

 　　　　　　　　　 　　　 撮影 令和４年３月15日

　

令
和
３
年
度
２
月
定
例
会
は
、
29
日
間
の
全
日
程

を
終
了
し
、
３
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
年
度
末

の
定
例
会
で
最
大
の
議
案
は
、
次
の
年
度
の
予
算
案

で
す
。
15
日
に
は
、
県
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
令
和

４
年
度
一
般
会
計
予
算
約
６
８
４
８
億
円
が
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
…

　

県
が
示
す
果
樹
の
情
報
発
信

は
、
当
然
な
が
ら
私
も
必
要
性

は
感
じ
て
い
ま
す
。
「
果
樹
王

国
」
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

福
島
県
や
山
梨
県
等
に
Ｐ
Ｒ
の

部
分
で
後
塵
（
こ
う
じ
ん
）
を

拝
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
本
県
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
を

含
め
れ
ば
四
季
す
べ
て
の
季
節

で
果
物
を
提
供
で
き
、
「
果
樹

王
国
」
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
本
県
の
果
樹
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、
多

種
多
様
な
種
類
の
豊
富
さ
や
美

味
し
さ
、
品
質
の
良
さ
と
適
正

な
価
格
な
ど
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
つ
ま
り
、
更
な
る
情
報
発

信
が
必
要
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
情
報
発
信
に

「
ハ
コ
モ
ノ
」
が
必
要
か
と
言

わ
れ
れ
ば
、
私
は
不
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
し
て
や
、
25
億

円
も
の
巨
額
な
費
用
を
か
け
て

建
設
す
る
も
の
が
、
全
国
へ
の

情
報
発
信
に
資
す
る
も
の
な
の

か
は
到
底
疑
問
で
す
。「
ハ
コ
」

が
な
け
れ
ば
、
情
報
発
信
が
で

き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
の
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
活
用
し
て
情
報
を
入
手
し
ま

す
。
情
報
を
取
得
す
る
た
め
に

赴
く
こ
と
は
、
以
前
に
比
べ
格

段
に
減
少
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
現
状
で
も
「
道
の
駅
」
、

各
自
治
体
や
民
間
企
業
・
団
体

で
の
果
樹
を
メ
イ
ン
と
し
た
施

設
な
ど
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
25
億
円
も
の

費
用
を
か
け
て
施
設
建

設
を
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
費
用
を
各
自

治
体
や
既
存
施
設
で
の

情
報
発
信
強
化
に
支
援

・
補
助
す
る
方
が
、
効

率
的
で
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

今
回
は
撤
回
さ
れ
た

予
算
で
す
が
、
６
月
定

例
会
以
降
再
度
議
案
と

し
て
上
程
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、

前
述
し
た
理
由
か
ら
も

「
果
樹
王
国
情
報
発
信

施
設
」
の
建
設
に
は
反

対
で
す
。
限
り
あ
る
予

算
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
税

金
で
あ
り
財
産
で
す
。

　

今
後
、
同
じ
こ
と
が
二
度
と

な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
議
案
に

対
し
て
議
論
を
尽
く
し
、
慎
重

に
判
断
す
る
。
有
効
的
に
予
算

が
執
行
さ
れ
る
よ
う
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
こ
と
が
議
会
の
役

割
だ
と
、
改
め
て
感
じ
た
予
算

審
議
の
定
例
会
で
し
た
。　

続

令
和
４
年
度
予
算
案
採
決
＝
本
会
議
場 

令
和
４
年
３
月
15
日

和装での一般質問＝本会議場 令和４年２月28日 

　

今
冬
は
、
大
変
な
豪
雪
で
あ

り
我
々
の
生
活
に
も
多
大
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

生
活
面
の
み
な
ら
ず
農
林
水
産

業
で
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
被
害
額
は
昨
年
度
に
比

べ
少
額
な
た
め
補
助
の
対
象
に

な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ

で
、
市
内
で
の
被
害
状
況
を
現

場
視
察
。
積
雪
に
よ
り
倒
壊
し

た
野
菜
ハ
ウ
ス
や
牛
舎
、
枝
折

れ
の
確
認
に
園
地
へ
行
き
た
く

と
も
積
雪
で
行
け
な
い
現
状
な

ど
、
県
内
各
地
域
に
よ
っ
て
豪

雪
被
害
が
異
な
る
こ
と
も
わ
か

り
、
質
問
項
目
と
し
ま
し
た
。

　

質
問
の
結
果
、
融
雪
剤
購
入

と
農
作
業
道
除
雪
を
支
援
事
業

が
決
定
。
ま
た
、
農
業
施
設
倒

壊
等
に
対
す
る
支
援
は
、
個
別

で
対
応
す
る
と
い
う
答
弁
で
し

た
。
各
支
援
の
詳
細
は
、
総
合

支
庁
や
各
市
町
村
の
窓
口
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
の
基
本
政
策
の
１
つ
は
、

教
育
で
す
。
そ
の
中
で
も
柱
は
、

障
が
い
児
教
育
で
す
。
昨
年
の

質
問
で
は
、
特
別
支
援
学
校
を

卒
業
す
る
生
徒
の
就
労
を
支
援

す
る
、
「
就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ま
で
の
全
県
１
人
の
体
制
か
ら

拡
充
を
求
め
、
本
年
度
（
令
和

３
年
度
）
に
お
い
て
は
「
全
県

２
人
」
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
の
方
々
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
雇
い
止
め
や

採
用
内
定
取
り
消
し
な
ど
新
た

な
社
会
課
題
が
顕
在
化
し
、
障

が
い
の
あ
る
生
徒
達
も
同
じ
よ

う
な
状
況
が
あ
る
と
の
話
を
伺

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
、
「
就
労
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
存
在
に
よ

る
有
効
性
は
計
り
知
れ
ず
、
現

在
配
置
さ
れ
て
い
る
置
賜
・
村

山
以
外
の
庄
内
・
最
上
地
区
に

も
配
置
す
べ
き
と
質
し
た
と
こ

ろ
、
４
月
か
ら
は
全
地
域
で
の

配
置
が
決
ま
り
、
就
労
へ
の
道

が
さ
ら
に
拡
が
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
２
月
定
例
会
一
般
質
問
初
日
は
、
市
議

会
同
様
に
県
議
会
で
も
「
き
も
の
議
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
の
質
問
者
は
、
和
装
で
壇
上

に
立
て
る
特
権
が
あ
り
、
私
も
二
年
連
続
で
そ
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和４年度農林水産部主要事業の抜粋＝赤

枠が削除された事業 令和４年２月28日



▼
「
法
隆
寺
、
白
神
山
地
、
姫
路
城
」

こ
れ
ら
は
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る

日
本
の
『
世
界
遺
産
』
で
あ
る
。
日
本

で
は
、
現
在
25
地
域
が
世
界
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
佐
渡

金
山
な
ど
５
件
が
、
暫
定
リ
ス
ト
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
に
申
請
さ
れ
て
い
る
。　

▼
「
遺
産
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
世
界

に
限
ら
ず
、
日
本
独
自
の
遺
産
も
数
多

く
存
在
す
る
。『
日
本
遺
産
（
文
化
庁
）
』
、

『
日
本
農
業
遺
産
（
農
林
水
産
省
）
』
、

『
土
木
遺
産
（
土
木
学
会
）
』
な
ど
、

各
地
域
の
偉
功
と
歴
史
を
後
世
に
伝
え

る
べ
く
選
定
を
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

▼
国
内
の
「
遺
産
」
に
は
、
実
に
多
く

の
本
県
遺
跡
や
遺
業
が
選
定
さ
れ
て
い

る
。
で
は
、
米
沢
市
で
認
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
答
え

は
、
数
多
（
あ
ま
た
）
に
存
在
す
る
。

▼
『
日
本
農
業
遺
産
』
で
の
「
最
上
川

流
域
の
最
上
紅
花
」
で
は
、
山
上
地
区

等
を
中
心
と
し
た
紅
花
の
栽
培
。
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
一
の
生

産
量
を
誇
る
白
鷹
町
に
次
い
で
生
産
量

が
多
い
の
が
、
山
上
地
区
と
山
形
市
の

高
瀬
地
区
で
あ
る
。
本
市
の
紅
花
の
特

徴
は
、
日
本
で
唯
一
「
新
幹
線
の
車
窓

か
ら
望
め
る
紅
花
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

▼
こ
の
遺
産
群
は
平
成
31
年
に
認
定
さ

れ
、
令
和
３
年
２
月
に
『
世
界
農
業
遺

産
』
へ
の
申
請
承
認
を
受
け
て
い
る
。

今
後
、
認
定
へ
の
審
議
が
な
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
「
米
沢
か
ら
世
界
」
へ
の

扉
が
開
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。　
　

▼
さ
ら
に
『
土
木
遺
産
』
に
目
を
移
し

て
み
る
と
、
驚
く
こ
と
に
認
定
を
受
け

て
い
る
も
の
が
複
数
あ
る
。
直
江
堤
公

園
の
「
直
江
石
堤
（
直
江
兼
続
治
水
利

水
施
設
群
）
」
、
上
杉
神
社
の
「
舞
鶴

橋
（
山
形
の
石
橋
群
）
」
、
そ
し
て
栗

子
峠
を
越
え
る
「
万
世
大
路
」。
日
頃
、

何
気
な
く
目
に
し
市
内
に
溶
け
込
ん
で

い
る
物
が
、
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
て

お
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。　
　

▼
特
に
万
世
大
路
の
「
栗
子
隧
道
」
は
、

岩
盤
を
ノ
ミ
な
ど
で
素
掘
り
す
る
当
時

の
日
本
の
土
木
技
術
で
は
困
難
を
極
め

た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
技
士
を
招
聘
（
し

ょ
う
へ
い
）
し
、
世
界
で
３
台
目
と
な

る
穿
孔
機
（
せ
ん
こ
う
き
）
を
海
外
か

ら
導
入
す
る
な
ど
、
欧
米
の
先
進
技
術

が
導
入
さ
れ
た
歴
史
的
遺
跡
で
あ
る
。

▼
万
世
地
区
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
の

連
綿
と
し
た
保
存
に
対
す
る
想
い
が
、

人
の
心
を
動
か
し
、
遺
産
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。　
　
　
　
　

▼
人
が
つ
く
り
、
人
が
守
り
、
人
が
伝

え
る
。
本
当
の
意
味
で
の
『
米
澤
の
遺

産
』
は
、
「
永
き
歴
史
」
と
こ
こ
に
住

む
誇
り
高
き
「
米
沢
の
人
」で
あ
ろ
う
。

　
　

【
シ
リ
ー
ズ
②
】

　

前
号
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
で
お

届
け
し
て
い
る
「
み
つ
て
る
の

眼
」
。
こ
れ
は
、
私
が
議
会
活

動
の
中
で
目
に
留
ま
っ
た
事
柄

を
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
コ

ー
ナ
ー
。さ
て
第
２
弾
は
、
『
山

形
新
幹
線
米
沢
～
福
島
間
ト
ン

ネ
ル
整
備
』
で
す
。

　

私
の
政
治
生
命
を
懸
け
て
成

し
遂
げ
た
い
事
業
の
１
つ
が
、

こ
の
「
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
」

で
あ
り
、
早
期
事
業
化
に
向
け

て
行
動
し
て
い
く
術
が
、
継
続

的
に
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早

い
も
の
で
丸
３
年
。
一
般
質
問

回
数
は
３
回
、
予
算
特
別
委
員

会
で
の
質
問
回
数
は
４
回
と
合

計
７
回
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
５
回
の
質
問

で
「
米
沢
～
福
島
間
ト
ン
ネ
ル

整
備
」
を
質
し
て
い
ま
す
。

　

新
ト
ン
ネ
ル
の
概
要
は
、
板

谷
峠
に
約
23
㎞
の
長
大
ト
ン
ネ

ル
を
掘
削
し
ま
す
。
総
事
業
費

は
１
５
０
０
億
円
、
建
設
は
着

工
か
ら
15
年
ほ
ど
か
か
る
見
通

し
で
す
。
完
成
は
、
早
く
て
も

20
年
後
と
い
う
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
の
で
す
。

　

山
形
新
幹
線
の
最
大
の
弱
点

は
、
板
谷
峠
で
の
運
休
と
遅
延

な
ど
の
通
行
障
害
で
す
。
こ
の

抜
本
的
な
対
策
に
関
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
平
成
29
年
11
月

に
県
に
対
し
ト
ン
ネ
ル
整
備
に

関
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
フ
ル
規
格
新
幹
線
と

い
う
観
点
で
は
な
く
、
防
災
対

策
と
し
て
の
調
査
で
す
。

　

数
年
の
間
、
機
運
醸
成
に
主

眼
が
あ
っ
た
取
組
み
も
、
本
年

度
は
事
業
化
に
向
け
て
大
き
く

進
展
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

計
画
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
整
備

予
定
地
の
地
権
者
調
査
を
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
共
同
で
４
月
以
降
に

行
う
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
１
月
に
は
、
与
党

自
民
党
の
遠
藤
・
鈴
木
・
加
藤

代
議
士
と
吉
村
知
事
が
共
同
で

国
土
交
通
省
と
Ｊ
Ｒ
に
赴
き
、

ト
ン
ネ
ル
整
備
実
現
に
向
け
て

要
望
書
を
提
出
し
協
議
し
た
こ

と
が
推
進
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
開
始
か
ら
７
年
、
最
初

の
報
告
か
ら
は
４
年
。
質
問
し

て
も
梨
の
つ
ぶ
て
で
あ
っ
た
こ

の
事
業
は
、
本
県
で
の
担
当
で

あ
る
小
林
み
ら
い
企
画
創
造
部

長
＝
写
真
左 

を
は
じ
め
、
部
内

「
新
幹
線
チ
ー
ム
」
が
交
渉
も

含
め
て
実
現
に
向
け
て
動
い
て

く
れ
た
結
果
、
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
率
直
に
感
謝
で
す
。

　

政
治
生
命
を
懸
け
る
以
上
、

私
は
本
氣
で
形
に
し
て
い
き
ま

す
。
県
の
動
き
に
政
治
力
で
補

佐
し
て
い
く
こ
と
も
議
員
の
役

目
で
す
。
そ
こ
に
、
市
民
・
県

民
の
み
な
さ
ま
の
意
識
と
力
も

加
わ
れ
ば
、
県
内
経
済
と
地
域

が
活
性
化
す
る
は
ず
で
す
。

　
　
　
　

【
シ
リ
ー
ズ
②
】
完

　

山
形
県
議
会
は
、

一
年
ご
と
に
委
員
会

等
の
所
属
を
変
更
し

ま
す
。
私
の
所
属
は
、

常
任
委
員
会
が
「
建

設
常
任
委
員
会
」
で

委
員
長
、
特
別
委
員
会
が
「
生
涯

健
康
・
子
ど
も
支
援
対
策
特
別

委
員
会
」
で
副
委
員
長
を
拝
命

し
、
最
後
の
一
年
を
迎
え
ま
す
。

　

建
設
委
員
会
は
、
全
県
民
の

生
活
に
直
結
す
る
部
門
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
冬
期
間
の
除
雪

ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
こ
の
委

員
会
で
の
議
論
が
、
よ
り
良
い

生
活
に
向
け
て
の
基
本
と
な
る

の
だ
と
認
識
で
き
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
米
沢
市

に
と
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
含
め
重
要
事
項
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
１
つ
が
、
一
般
道
路

米
沢
環
状
線
の
一
部
で
あ
る
都

市
計
画
道
路
「
万
世
橋
成
島
線
」

の
調
査
実
施
で
す
。

　

人
口
減
少
や
自
然
災
害
、
観

光
ニ
ー
ズ
の
増
大
等
の
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
「
山
形
県

道
路
中
期
計
画
２
０
２
８
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
28
年
度
ま

で
の
概
ね
10
年
間
で
あ
り
、
本

県
の
道
路
行
政
の
取
組
方
針
と

言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
「
（
一
）
米
沢

環
状
線
」
の
調
査
着
手
が
、
前

期
計
画
（
19
～
23
年
度
）
内
で

示
さ
れ
て
お
り
、
残
り
期
間
も

一
年
で
す
。
早
期
に
調
査
着
手

で
き
る
よ
う
、
委
員
長
と
し
て

目
を
光
ら
せ
、
形
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
常
任
委
員
会
室
に
て
＝
議
会
棟

令
和
４
年
３
月
17
日 

　

今
年
度
、
一
年
間

の
所
属
委
員
会
は
、

「
文
教
公
安
常
任
委

員
会
」
と
「
関
係
人

口
拡
大
・
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
対
策
特

別
委
員
会
」
で
し
た
。
両
委
員

会
で
の
一
年
間
の
取
組
み
を
こ

こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

定
例
会
常
任
委
員
会
開
会
前

日
の
６
月
28
日
、
千
葉
県
八
街

市
で
下
校
中
だ
っ
た
小
学
生
の

列
に
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
し
、
５

人
が
巻
き
込
ま
れ
た
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
う
ち
２
人
が
死

亡
、
３
人
が
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
こ
の
事
故
の
許
さ
れ
ざ
る

こ
と
は
、
男
性
運
転
手
が
基
準

値
を
超
え
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

酒
し
、
運
転
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
案
を
受
け
て
、
委
員

会
に
て
「
県
内
に
お
け
る
飲
酒

・
酒
気
帯
び
運
転
の
状
況
」
を

質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
答
え
は
、

米
沢
署
管
轄
で
の
取
り
締
ま
り

件
数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
倍

増
で
あ
り
、
残
念
な
こ
と
に
県

内
で
も
ト
ッ
プ
で
す
…
。

　

飲
酒
運
転
は
、
絶
対
ダ
メ
で

す
！
一
口
で
も
飲
め
ば
、
運
転

は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

　

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
乗
る
な

ら
飲
む
な
。
飲
ん
で
乗
っ
た
ら
、

本
当
に
「
犯
罪
」
で
す
！

常
任
委
員
会
で
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
県
内
最
初
の
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
証

交
付
」
に
つ
な
が
っ
た
式
典
で
の
挨
拶
＝
米
沢
警
察
署 

令
和
３
年
７
月
19
日　

移住・定住に向けての意見交換会後の記念撮
影（上段中央）＝議会棟 令和３年７月１日

　

県
議
会
議
員
と
な
っ
て
、
初

め
て
「
委
員
長
」
を
拝
命
し
た

特
別
委
員
会
。
県
議
会
の
特
別

委
員
会
は
、
多
く
の
時
間
を
議

員
間
討
議
に
費
や
し
、
最
終
的

に
は
行
政
当
局
に
政
策
提
言
を

行
う
運
営
で
す
。
市
議
会
議
員

時
に
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
、

手
探
り
の
委
員
長
。
気
負
い
は

な
い
も
の
の
、
重
責
と
迷
い
を

感
じ
て
い
た
の
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
不
安
は
、
議
員

の
み
な
さ
ん
の
発
言
と
前
向
き

な
姿
勢
で
払
拭
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
に
向
け
て
積
極
的
に
意
見

を
述
べ
、
必
要
と
あ
れ
ば
担
当

部
局
に
出
席
依
頼
を
す
る
。
議

会
と
行
政
の
み
で
は
、
知
り
得

な
い
事
柄
を
聴
取
し
た
け
れ

ば
、
民
間
に
協
力
を
求
め
る
。

「
当
た
り
前
の
こ
と
」
を
自
分

の
中
で
改
め
て
咀
嚼
し
、
我
が

考
え
と
す
る
こ
と
。
政
策
提
言

す
る
委
員
長
の
差
配
は
、
こ
こ

に
あ
る
の
だ
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
一
年
間
で
し
た
。

　

大
き
な
気
付
き
と
感
じ
た
の

が
、
掲
載
し
た
写
真
の
「
意
見

交
換
会
」
で
す
。
県
外
出
身
の

協
力
隊
・
就
農
者
・
大
学
生
の

６
人
が
、
本
県
に
対
す
る
意
見

を
率
直
に
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。
米
沢
を
山
形
を
愛
す
る
私

に
と
っ
て
は
、
耳
の
痛
い
話
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
こ
れ

か
ら
の
山
形
へ
の
ヒ
ン
ト
を
直

に
感
じ
た
の
も
事
実
で
す
。

　

議
員
は
、
県
民
の
代
弁
者
で

す
。
多
く
の
方
の
意
見
を
聴
き
、

政
策
と
し
て
形
に
変
え
て
い

く
。
し
か
し
、
御
用
聞
き
議
員

に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

信
念
を
太
く
し
て
い
く
た

め
、
多
く
の
意
見
を
聴
き
取
り

政
策
を
創
り
上
げ
、
提
言
が
で

き
た
委
員
長
職
で
し
た
。


